


出版市場の現状

• 2021年、紙＋電子出版市場は1兆6742億円であり、3年連続のプ
ラス成長となっている[1]。

• 電子出版市場の規模は毎年、およそ1.2倍のペースで成長してい
る[2]。

• 電子出版市場のうち、コミックスが83％を占めている[2]。



さまざまな電子書籍の流通形態

• 電子書籍（1ファイルずつを購入もしくはレンタルするもの）

• 電子書籍定期購読（サブスクリプション）サービス
– 公共図書館サービスとの代替性が高いと考えられる。

• その他（コミックアプリなど）



紙書籍の電子化の動向
• 電子書籍を作成するといった内容の書籍であっても紙の本の場合が多
い。

• 北米の東アジア図書館における言語別所蔵資料において、日本語の電
子資料の比率は低い[3]。

• 2025年までに、国立国会図書館は2000年までに刊行・受入した図書
160万冊を電子化する予定[4]。

• 2022年5月19日には、国立国会図書館による個人向けデジタル資料
（絶版等資料）配信サービスが開始。



電子書籍の利用者の動向

• 電子書籍を利用する人々の比率は微増であり、大きく変化してい
ない[2]。

• 年齢性別ごとにみると、男女ともに、若年層と高年齢層で利用率
に差があり、とくに30代と40代を境に利用率に違いがみられる
[2]。





電子書籍配信サービス実施自治体[5]
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累積導入館



電子図書館名称 自治体 電子図書館 サービス開始
秋田県立図書館 秋田県 経葉デジタルライブラリ 2012/10
山梨県立図書館電子書籍 山梨県 TRC-DL 2012/11
東京都立図書館電子書籍サービス 東京都 TRC-DL／EBSCO eBooks 2013/12
高知県電子図書館 高知県 LibrariE&TRC-DL 2017/10
とくしま電子図書館 徳島県 KinoDen 2018/4
岐阜県図書館電子書籍サービス 岐阜県 KinoDen 2019/7
With Booksひろしま 広島県 LibrariE&TRC-DL 2020/7
福岡県立図書館電子図書館 福岡県 KinoDen 2020/10
愛知県図書館電子書籍サービス 愛知県 KinoDen 2021/1
沖縄県立図書館電子書籍サービス 沖縄県 KinoDen 2021/3
大分県立図書館電子書籍サービス 大分県 KinoDen 2021/3
静岡県立中央図書館電子図書館 静岡県 KinoDen 2021/10
山口県立山口図書館電子図書館サービス 山口県 KinoDen 2021/10
青森県立図書館電子書籍閲覧サービス 青森県 KinoDen 2022/2
北海道立図書館電子図書館 北海道 KinoDen 2022/4

都道府県立図書館の動向 [5]



Librarie & TRC-DL導入館（254）の提供タイトル数

タイトル数 タイトル数
（青空文庫を除く）

平均値 5,752 2,310 3,442

中央値 4,384 500 2,851

最大値 46,986 6,240 40,751

最小値 15 0 15

2022年5月調査：提供タイトル数が最も多いのは東大阪市



事業者別提供電子書籍コンテンツ数（和書）[6]
事業者 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

図書館流通センター 46,000 60,000 74,000 85,000 96,500
メディアドゥ 16,000 22,000 31,000 44,260 47,306
丸善雄松堂 42,000 60,000 70,000 80,000 120,000

京セラCCS 3,000 6,000

紀伊国屋書店 12,000 20,000 28,000 40,000

日本電子図書館サービス 25,000 40,000 52,000 61,000 74,000

学研プラス 80 80 80 80 900

EBSCO Japan 3,000 3,000 3,000 13,000
ポプラ社 800

合計 129,080 197,080 250,080 304,340 390,506



導入館における電子書籍貸出サービスの導入後の感想[6]

質問 回答数 /146

（1）計画（予想）よりも、利用（利用者）が多い 23 15.8%

（2）計画（予想）通りの利用数である 36 24.7%

（3）計画（予想）よりも、利用（利用者）が少ない 59 40.4%

（4）その他 30 20.5%

合計 146



2010 2011 2012 2013 2014 2015

実施館
（％） 72% 82% 89% 89% 95% 94%

タイトル数
（中央値） 813 1,750 5,080 7,380 10,484 14,397

貸出数
（中央値） 2,600 5,000 12,139 13,418 12,400 ―

米国における電子書籍配信サービスの状況[7]



どのベンダーから電子書籍を購入しているか？[7]



OverDrive導入館（523）の提供タイトル数

電子書籍数 オーディオブック
数 電子雑誌数

平均値 35,621 11,719 2,324

中央値 21,116 6,208 4,017

最大値 401,023 114,912 4,048

最小値 0 0 0

2022年5月調査：提供タイトル数が最も多いのはロサンゼルス市



米国の公共図書館における電子書籍サービス

• OverDrive社のサービスを利用する図書館（コンソーシアム）の
うち、累積チェックアウト数が100万件を超えたものは121[8]。

• オハイオデジタルライブラリー
（https://ohdbks.overdrive.com/）
– オハイオ州内で人口10万人以下の図書館が登録可能
– 参加館は資料費の一定比率を電子書籍購入のために支出する必要がある
– 参加館で購入した資料はすべての参加館で利用可能
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